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木
更
津
市
内
に
は
３
つ
の
梨
組
合
が
あ
り
、

多
様
な
品
種
の
梨
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
産
地
を
維
持
す
る
た
め
に
は
担
い
手

の
育
成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
梨
を

栽
培
す
る
た
め
に
は
受
粉
や
摘
果
、
収
穫
、

剪
定
な
ど
の
管
理
を
手
作
業
で
行
う
必
要
が

あ
り
、
技
術
の
習
得
に
は
時
間
を
要
し
ま
す
。

令
和
７
年
５
月
１
日
に
、
栽
培
経
験
の
浅

い
生
産
者
や
技
術
習
得
の
機
会
が
少
な
い
女

性
生
産
者
を
対
象
に
、
梨
の
講
習
会
（
摘
果
・

新
梢
管
理
）
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
年
度
は

主
要
品
種
で
あ
る
「
幸
水
」
、「
豊
水
」
を
は

じ
め
、
い
ず
れ
の
品
種
も
概
ね
着
果
状
況
は

並
～
良
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
残
す
べ
き
幼

果
の
選
定
方
法
を
中
心
に
講
習
を
行
い
ま
し

た
。
生
産
者
は
座
学
や
実
習
を
通
じ
て
技
術

を
学
ぶ
と
と
も
に
、
活
発
な
情
報
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

農
業
事
務
所
で
は
、
梨
の
生
育
状
況
や
病

害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
た

「
ナ
シ
生
育
情
報
」
を
月
２
回
発
行
し
、
管

内
の
梨
生
産
者
に
情
報
を
周
知
し
て
い
ま
す
。

ナ
シ
の
栽
培
技
術
等
で
御
相
談
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
気
軽
に
農
業
事
務
所
の
果
樹
担
当

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
も
担

い
手
の
育
成
を
目
的
に
講
習
会
を
実
施
し
、

技
術
の
習
得
や
生
産
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

（
金
子
）

講習会の様子

普及だより
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千
葉
県
で
は
、
産
地
や
地
域
内
の
農
業

の
振
興
や
活
性
化
を
目
指
し
、
積
極
的
に

行
動
で
き
る
女
性
農
業
者
の
育
成
を
目
的

と
し
て
、「
地
域
農
業
・
産
地
力
ア
ッ
プ
女

性
リ
ー
ダ
ー
講
座
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

君
津
地
域
で
は
、
き
み
つ
農
業
女
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び
き
み
つ
４
市
起
業
家

ネ
ッ
ト
（
い
ず
れ
も
君
津
地
域
の
団
体
）

か
ら
推
薦
を
受
け
た
、
地
曵
友
理
江
さ
ん

（
木
更
津
市
）
と
川
村
靖
恵
さ
ん
（
袖
ケ

浦
市
）
の
２
名
が
受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
講
座
で
は
、
受
講
者
が
女
性
の
視
点

か
ら
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
プ
ラ
ン

を
作
成
・
実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
に
は
、
２
名
の
企
画

に
よ
り
、
君
津
地
域
内
の
女
性
農
業
者
同

士
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
そ
れ
ら
女
性

農
業
者
が
生
産
・
加
工
・
販
売
に
携
わ
る

農
畜
産
物
等
を
地
域
内
外
の
消
費
者
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
き
み
つ

農
業
女
子
直
売
所
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
ま

し
た
。

本
マ
ッ
プ
に
は
、
女
性
が
活
躍
す
る

経
営
体
に
協
力
を
い
た
だ
き
、
企
画
を

通
し
て
、
女
性
農
業
者
同
士
の
つ
な
が
り

を
強
固
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
本
マ
ッ
プ
で
は
、
チ
ー
バ
く
ん

グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

期
間
限
定
で
実
施
中
で
す
。
マ
ッ
プ
は
、

君
津
地
域
内
の
直
売
所
や
、
観
光
施
設
等

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
お
手
に
取

っ
て
御
覧
く
だ
さ
い
。

（
柴
田
）

近
年
、
君
津
地
域
で
の
秋
ど
り
レ
タ
ス

の
生
産
に
お
い
て
、
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
な
ど

の
チ
ョ
ウ
目
害
虫
の
被
害
が
増
加
し
て
お

り
、
収
量
低
下
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
で
は
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
県
内

各
地
に
設
置
さ
れ
た
フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ

プ
を
活
用
し
た
予
測
情
報
を
発
信
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
君
津
地
域
に
絞
っ
た
情

報
で
な
い
こ
と
や
、
発
信
の
迅
速
性
な
ど

の
問
題
か
ら
地
域
で
の
害
虫
防
除
の
参
考

と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
君
津
地
域
に
絞
っ
て
、
主
要
な
チ
ョ

ウ
目
害
虫
で
あ
る
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
と
ハ
ス

モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
秋
頃
の
発
生
量
を
予
測
す

る
モ
デ
ル
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
モ
デ

ル
は
木
更
津
市
に
設
置
さ
れ
た
フ
ェ
ロ
モ

ン
ト
ラ
ッ
プ
の
過
去
約

年
の
蓄
積
デ

ー
タ
や
気
温
な
ど
を
も
と
に
、
当
年
秋
頃

の
大
ま
か
な
害
虫
の
発
生
量
を
予
測
す
る

も
の
で
す
。
木
更
津
市
か
ら
距
離
が
離
れ

る
ほ
ど
予
測
値
の
精
度
は
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
が
、
一
部
予
察
値
は
君
津
地
域
全
域

で
有
用
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
た
た
め
、

今
後
生
産
者
へ
の
害
虫
防
除
の
啓
発
材
料

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

予
測
モ
デ
ル
作
成
に
併
せ
、
予
測
情
報

の
発
信
方
法
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
い
ま

し
た
。
地
域
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
を
参

考
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

に
協
力
い
た
だ
き
購
買
部
で
の
掲
示

を
通
じ
て
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
が
、
新

た
な
課
題
も
見
ら
れ
た
た
め
、
今
後
よ
り

迅
速
に
生
産
者
に
届
く
よ
う
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
業
事
務
所
で
は
、
今
後
も
レ
タ
ス
の

安
定
生
産
に
資
す
る
取
組
を
実
施
し
て
い

く
と
と
も
に
研
修
会
等
を
通
じ
て
生
産
者

の
皆
様
に
様
々
な
情
報
提
供
を
行
い
、
レ

タ
ス
産
地
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。（
鈴
木
）

木更津市に設置したフェロモントラップ

「きみつ農業女子直売所マップ（一部抜粋）」
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 【【

アア
ジジ
ササ
イイ
栽栽
培培
のの
魅魅
力力
】】

ア
ジ
サ
イ
栽
培
は
、
露
地
栽
培
が
可
能

な
の
で
、
空
い
て
い
る
土
地
を
活
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。
露
地
栽
培
の
た
め
市

場
の
出
荷
時
期
が
集
中
す
る
と
い
う
難
点

が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
市
場
か
ら
の
需
要

も
あ
り
ま
す
。

【【
主主
なな
栽栽
培培
管管
理理
】】

自
分
で
育
成
し
た
苗
は
３
月
頃
、
購
入

苗
は
花
を
確
認
後
梅
雨
頃
に
定
植
し
ま
す
。

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
の
開
花
期
は
５
～
６
月
で
、

他
に
も
複
数
種
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で

出
荷
時
期
の
分
散
が
可
能
で
す
。
東
京

市
場
で
は
涼
し
げ
な
青
系
の
ア
ジ
サ
イ
が

好
ま
れ
て
い
ま
す
。
開
花
後
、
樹
勢
を
維

持
す
る
た
め
剪
定
が
必
要
で
す
。
猛
暑
が

続
き
乾
燥
が
激
し
い
場
合
は
灌
水
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
年
間
を
通
し
て
草
刈
り
、

病
害
虫
対
策
も
行
い
ま
す
。

【【
ほほ
場場
選選
定定
】】

明
る
い
半
日
陰
や
、
午
前
中
に
光
が
当

た
る
田
や
農
道
の
土
手
、
桜
な
ど
の
落
葉

樹
の
下
が
向
い
て
い
ま
す
。
日
陰
で
も
栽

培
は
可
能
で
す
が
、
株
が
充
実
せ
ず
花
付

き
が
悪
く
な
り
ま
す
。
夏
場
の
直
射
日
光

は
強
す
ぎ
て
葉
焼
け
を
起
こ
す
た
め
、
西

日
を
避
け
る
工
夫
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

明
る
い
場
所
は
土
壌
が
乾
燥
し
や
す
く
、

水
を
好
む
ア
ジ
サ
イ
に
と
っ
て
は
水
切
れ

に
注
意
が
必
要
で
す
。

【【
導導
入入
のの
注注
意意
点点
】】

生
産
す
る
品
種
を
選
ぶ
際
に
は
、
種
苗

法
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
省
に
登
録
さ
れ

た
「
登
録
品
種
」
で
あ
る
か
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
種
苗
の
表
示
を
確
認
す
る
、

購
入
元
に
聞
く
、
ま
た
は
農
林
水
産
省
の

品
種
登
録
デ
ー
タ
検
索
で
調
べ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
登
録
品
種
で
あ
る
場
合
、
育

成
者
権
者
の
許
諾
を
得
ず
に
生
産
（
増

殖
）・
販
売
・
譲
渡
を
す
る
こ
と
は
育
成
者

権
の
侵
害
に
当
た
り
ま
す
。
ま
た
、
登
録

さ
れ
て
い
な
い
品
種
で
も
、
商
標
権
な
ど

の
知
的
財
産
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
御
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
栽
培
方
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、

君
津
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
後
藤
）

近
年
、
農
産
物
輸
出
の
取
組
は
全
国
的

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
国
内
人
口

の
減
少
に
よ
り
、
食
料
支
出
が
長
期
的
に

は
減
少
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
中
、

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
国
外
市
場
へ
の

参
入
に
、
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
君
津
管
内
で
も
こ
の
よ
う
な
機
運
の

高
ま
り
は
あ
る
も
の
の
、
取
組
事
例
は
少

な
く
、
農
産
物
輸
出
の
実
際
に
つ
い
て
は

情
報
が
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
農
業
事
務
所

で
は
１
月

日
、
農
産
物
輸
出
に
関
す
る

知
見
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
成
田
空
港
を
拠
点
に
し
た

企
業
の
代
表
が
、
イ
チ
ゴ
の
輸
出
に
お
け

る
取
組
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
近
年

の
輸
出
事
例
や
、
国
内
市
場
と
の
差
異
、

国
ご
と
に
異
な
る
輸
出
規
制
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

続
い
て
、
農
産
物
輸
出
支
援
を
行
う
企

業
の
代
表
が
、
千
葉
県
の
輸
出
の
現
状
と

課
題
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
輸
出
事

例
の
紹
介
の
他
、
農
産
物
輸
出
に
取
り
組

む
際
に
ど
こ
か
ら
着
手
し
て
い
く
か
、
受

け
ら
れ
る
支
援
の
内
容
に
つ
い
て
整
理
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
な
品
目
を
、
ど
の
国
の
、
ど

の
層
に
販
売
し
て
い
く
か
。
自
分
の
商
品

は
ど
の
よ
う
な
強
み
が
あ
る
か
。
こ
う
し

た
情
報
収
集
と
差
別
化
が
輸
出
戦
略
を
立

て
る
上
で
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
、

研
修
会
の
中
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
輸
出
の
流
れ
が
イ

メ
ー
ジ
で
き
た
」「
海
外
に
売
り
込
む
大
変

さ
や
、
心
構
え
が
聞
け
て
良
か
っ
た
」
等

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

農
業
事
務
所
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
研
修

会
等
の
開
催
を
通
し
て
、
農
業
者
の
経
営

改
善
に
向
け
た
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

（
元
𠮷𠮷
）

研修会の様子

アジサイの花

空
い
て
い
る
土
地
で

空
い
て
い
る
土
地
で

　　
ア
ジ
サ
イ

ア
ジ
サ
イ
栽
培
に
栽
培
に

　
　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

国
外
市
場
へ
の
参
入
に
向
け
て

国
外
市
場
へ
の
参
入
に
向
け
て

〜
農
産
物
輸
出
に
関
す
る

〜
農
産
物
輸
出
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
研
修
会
の
開
催
〜

　
　
　
　
　
　
研
修
会
の
開
催
〜
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君
津
地
域
は
、
県
内
で
も
有
数

の
畜
産
地
帯
で
あ
り
、
地
域
の
畜

産
農
家
と
消
費
者
と
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
か
ず
さ
フ

ァ
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

開
催
日
：
令
和
７
年

月
１
日

土

※
少
雨
決
行
、
雨
天
・
荒
天

時
は
中
止
（
延
期
な
し
）

時
間
：
午
前
９
時

分
か
ら
午

後
２
時
ま
で

開
催
場
所
：
袖
ケ
浦
市
農
畜
産

物
直
売
所
「
ゆ
り
の
里
」（
袖
ケ
浦

市
飯
富

１
）
隣
接
ほ
場

開
催
内
容
：
①
乳
し
ぼ
り
体
験

（
牛
の
実
物
大
模
型
）

②
子
牛
の
展
示
③
酪
農
情
報
コ
ー

ナ
ー
④
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
看
板
展

示
・
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
キ
ャ
ン
バ
ス

お
絵
描
き
⑤
堆
肥
の
販
売
⑥
畜
産

物
販
売
等
の
出
店

チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
の
販
売
、
鶏
卵
・
玉
子
を
使
っ

た
料
理
の
販
売
、
蜂
蜜
の
販
売
、

卵
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
、
牛
乳
パ

ッ
ク
工
作
等

⑦
牛
乳
無
償
配
布

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

※
開
催

内
容
は
、
変
更
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

君
津
地
域
の
畜
産
業
へ
の
素
晴

ら
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
大

人
も
子
供
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
谷
川
）

君
津
４
市
の
女
性
農
業
者
が

加
入
す
る
き
み
つ
農
業
女
子

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、
令
和
７
年

２
月
に
伝
統
料
理
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
水
稲
の
生
産
者
が

お
や
つ
と
し
て
食
べ
た
と
言
わ
れ

る
、
精
米
を
炒
っ
て
か
ら
あ
ず
き

と
水
を
加
え
て
炊
く
「
い
り
焼
米
」

や
、
「
米
粉
の
シ
チ
ュ
ー
」
、

「
な
ば
な
と
ホ
タ
テ
の
に
ん
に
く

炒
め
」
、
「
米
粉
の
中
華
蒸
し
カ

ス
テ
ラ
」
を
作
り
ま
し
た
。
料
理

を
し
な
が
ら
会
員
同
士
の
会
話
が

は
ず
み
、
お
互
い
の
営
農
や
生
活

な
ど
、
話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
の
方

ま
で
、
会
員
は

名
で
す
。

会
員
同
士
の
交
流
、
農
業
の
知
識

習
得
な
ど
を
目
的
に
視
察
や
マ
ル

シ
ェ
へ
の
出
店
、
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
研
修
は
会
員
か
ら

の
提
案
も
多
く
、
今
年
度
は
自
身

の
将
来
を
考
え
る
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は

管
外
女
性
農
業
者
と
の
交
流
、
農

作
業
の
疲
れ
に
特
化
し
た
ス
ト
レ

ッ
チ
・
体
操
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

家
庭
と
農
業
の
両
立
を
相
談
し
た

い
、
女
性
農
業
者
の
仲
間
が
欲
し

い
、
農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
発
信

し
て
い
き
た
い
等
、
沢
山
の
学
び

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
農
業
事
務
所
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
後
藤
）

本
県
農
業
の
担
い
手
及
び
、
指

導
者
を
目
指
す
入
学
生
を
募
集
し

ま
す
。

▼
募
集
人
員

農
学
科

名
、

研
究
科

名
（
推
薦
入
学
で
募

集
す
る
者
を
含
む
）

▼
試
験
期
日

【
推
薦
入
学
】

令
和
７
年

月

日
（
火
）

【
一
般
入
学
】

日
程

令
和
８
年
１
月
８
日
（
木
）

日
程

令
和
８
年
２
月

日
（
火
）

▼
願
書
受
付

【
推
薦
入
学
】
令
和
７
年
９
月

日
（
金
）
～
９
月

日
（
金
）

【
一
般
入
学
】

日
程

令
和
７
年

月
１
日

（
月
）
～

月

日
（
金
）

日
程

令
和
８
年
１
月

日

（
月
）
～
１
月

日
（
金
）

▼
試
験
会
場

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

▼
問
合
せ
先

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

０
４
７
５
（

）
５
１
２
１

千
葉
県
東
金
市
家
之
子
１
０
５
９

調理の様子

完成した料理

乳しぼり体験の様子

ロールベールキャンパスお絵描き

君
津
の
伝
統
料
理
講
習
会

君
津
の
伝
統
料
理
講
習
会

を
開
催
し
ま
し
た

を
開
催
し
ま
し
た

〜
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト

〜
き
み
つ
農
業
女
子
ネ
ッ
ト��

��

ワ
ー
ク
の
活
動
紹
介
〜

ワ
ー
ク
の
活
動
紹
介
〜

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

千
葉
県
立
農
業
大
学
校

令
和
８
年
度
入
学
生
の
募
集

令
和
８
年
度
入
学
生
の
募
集

令
和
７
年
度
か
ず
さ
フ
ァ
ー
ム

令
和
７
年
度
か
ず
さ
フ
ァ
ー
ム

フ
ェ
ス
タ
開
催
の
お
知
ら
せ

フ
ェ
ス
タ
開
催
の
お
知
ら
せ


